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一　　　　　　一一一一…一　　　4月18日（日曜日）　例trこよって晴れ，殆んど無風．

　　　　到＝i墨　　　　今朝10時まで室内で荷造りやら整頓．それから

　’　　　　　　　　　　長田，高木爾氏に見塗られ，20哩の道をLロスア
ミ

』　　　　 ンゲレス瀞脇サンピド・までドライヴし，港
の岸壁に着いてみた樂洋丸に乗った．他にも幾人か乗った客はあったが，誰

もテ1プを引く者もなく，ごくアツサリと正午に出帆する・室は6號室で優

遇して貰ふには有難い．船は國の延長なので，出帆後，直ちに京都の宅と，

ノルエ1三組と，大洋丸の山室女史とへ電報して，用事と挨拶とをすます・

　4月19日（月曜i日）　晴れ、，波無し．正午の船の位置，西経116。021，北緯：29。27／，口乍口よ

り航走280浬．ロスアンゲレス港よ1）　280浬，マンザニヨ港へ925浬・氣墜761・2粍，氣温

2G。，水濫15。C，風NWW・

　午前中，又，日食終了後の旅行計叢に時問を費す．どうも，パナマからニ

ゥヨ1クに向ふ便般の良いのが無い．やむなくば，パナマ迄はノ・レエ1丸

それから先きはグレ1ス愈回船とすると決める・

　夕刻，左舷にCerros島の山々を見る．又，18時孚には右舷に北上する船

を一つ見た．

4月2舶（火曜日）晴れ・正午の船の位置，西経］】3012ノ，北緯25．261・ロ田よ蹴走

291浬．・スアンゲレス港より57蝿，マンザニ・港へ631浬・氣圃59・⑪粍，氣温18．・水

温16℃，風NW．

　船は荷物を可なり澤山積んでみるらしいが．乗客は少い．1，2等は日本人

7人ばかり，其の他は支那人や激冴妖で，船内では日本語，支那語・英語・

スペイン語，フランス語等々，いろいろの言葉が入嘱しれてるる．

　午前中，米人A．Wa！ser氏と話す．氏は族行家で，今は夫入同件でブルパ

ライソに行かれるといふ．氏の話しに，＝ウヨ1ク行きには，グレ1ス線の

船は高便で，割合に駄目．むしろチリ國の船が良からうとの意見である・

　午後，左舷にサンラザロ岬や，有名なマグダレナ濁あたりを見る．叉，夜
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21時孚過ぎから右舷に久しぶりで南十字星座を見k．いよいよ南洋へ近づき

つYある．

　4月21日（水曜日）晴オL微風．正午の船の位概は西纏109。エ4，北緯22。！5／，咋日より

航走291浬．ロスアンゲレス港よ1）865浬，マンザニヨ港へ340浬．氣駆757．7粍，氣温

露3。，水溢200C，風NW・

　朝から・左舷にはメキシコ戸内の一ドカリ7オ＝ヤ洲のMiraflores山畑の他の

肉々が見える．午後から夕刻にかけてマグμ群や，飛魚の群等が盛んに船か

ら見える．日渡は美しかったが，低雲の差め緑閃光は見えなかった・19時車

から，船の後甲板で映書を見た．客が少いので，1等から3等まで皆一所で，

（
カ
リ
フ
オ
畿
や
り
皿
騨
）

甚だ面白かつた．3等には支那から1翁還されるメキシコ系の少年少女が30人

ばかり乗ってみる．

　京都やノルエ｝丸から電報が來た何れも落石局中綴で，3一一4時間か瓦っ

てみる。日本と日本船との間の電報料が安いので，大助かりである．

　4月22日（木曜日）　晴オし・正午の船の位㍊は酉経IOS。19／，北緯19。29f，昨Hよy航走

276浬vスアンゲレス港よm141iill，”・’ン・r’・・n－1　・ueへ64浬一膝757・7粍，氣温24。，水

溜25℃，風N．

　朝4時に眼をさまし，察を見たら，センタウル座ア星が低く輝いてみた．

今日はメキシコのマンザエヨ港に着1くので，或は上陸が出門るかも知れない

と思ひ，いろいろの文書をあさってメキシコの地理等を研究した．港が近い

ので，右舷には昨夜以來屡々船が見えるし，又左舷にはメキシコの山々が近：

い．
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　17時40分マンザ＝一ヨに投錨した・可なり良v・港らしいが，淺いためか，船

は港内に入らない．商船と軍艦とが一つづつ碇泊してみる．陸に汽車やカテ

iごうルや，其の他大小の家々が見えてみるが，人口2，3000の市らしv・．一・一一一．

ペル1行きの飛行郵便や，日本行きの郵便を多く磯信した．

　4月23H（金曜日）晴オL・

　船はマンザ＝ヨ港内に碇を下したまs，絡日積荷を下してみる．結局1400

トンの荷を下すので，小舟が不足してみるため，中々はかどらない。人夫は，

之れで比較的勤勉に働いてみるのだといふ．

　般の甲板から双眼鏡で陸を眺めると，ステ1シaンや，寺院や，倉庫など

のほかは，誠に貧弱な家が小山の上にも下にも僅かに見えてみるばかり．乗

り合ひの寺入A．W崩er氏は‘凱ヒんな町の人間は，只，聖日，ねることs，

食べることだけ．してみるに過婁ない．そして・皆ピストルを持ってるる”と言

ふ．誰も上陸して見ない．H昂騰には南十字星が山のt．ヒに現はれる．

　4貝24日（土曜日）　晴れ・

　今日も船は荷を下してみる．‘‘旺午出帆”といふ手禺示が朝から出てみる

が，正午は愚か，夕食後にも省ほクレ1ンは忙しく動V・てるる．漸く22時過

ぎになって，下すべき荷は皆下Oたらしい．22時20分，愈々船は長v・汽笛の

音を残して出帆した．碇泊中ウンザりしたので，やはb大洋上の航走の心地

良さが感じられる。

　4月25日（日曜日）晴曇正午の舟｛｝の位置，西輕102。11／，北緯17。32ノ，マンザ＝ヨ港よ

｝l158浬，バルボア港へ！567浬・i氣厘1757・9粍，　i氣温水混共に260，風はSW．

　左舷には絶えずメキシコの山々が見える，暑くなって來たので，船では今

日から水泳のためのプールを作る。朝食後，ワルサ1氏と暫く雑談した中に，

氏はドイツの政治を挿め，米國には勢働考の横暴から，共産主義の革命が起

る危瞼があると言ってみる，

　ほ本や，ノルエ1丸と盛んに無線交信をする．

4月26日（月曜日）晴曇正午の船の位置，西纏97D46！，北緯15。21！，昨日よJtの航走

287浬・マンザニヨ港より445浬，バルボア港へ1280浬．氣駆756．7粍氣温310，水濫

29。C，風は西で，追手だから特に暑く感じる，

　やはり左舷にメキシコの山々を見ながら航走する．波は穏かで，只，僅か
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なウネリがあるばかり．鯨が見えたり，魚群が見えたり，一つ二つ北上する

船が見えたり．

　4月27日置火曜日）晴亡し．マンザ＝ヨ出港以來，空はもやがかり，地牢が特にひどく

て，星が見えにくい．パナマが近いためだろう．正午の船の位1は，西纒93。27／，北緯

13。32！，昨日よりの航走274浬．マンザニヨ港より719浬，バルボア港へ1006浬・氣歴

757。2粍，i氣温30。，水温2go，風は東．

　今日の正午に太陽がホ“入頂にやつて來た．明日からは北側にまわる．船

ではそろそろペル1上陸客の隼備が始まる．自分も指紋を取られたが，之れ

が現代式の調査法といふものかP　お下前にボ1イが一同におスシを持って

來た．やはり日本の船である．暑い夜風に吹かれつX，食後，後甲板で活動

回書の催しがあった．陸は遠くて見えない．

　4月　28日（水曜日）晴れ・正午の船の位置，西纒89。27’，北緯11。39ノ，昨Hよりの航走

260浬．マンザnヨ港より979浬，バルボア港へ746浬。バルボアに着時刻のasft．．E．，鶴

はスピ｝ドを落したらしい．氣歴757．4粍7氣温31。，水温29℃，無風．

　朝食前，スヰスの外々と，チリやアルゼンチンあたbの飯行費用等につい

て話しした．アルゼンチンは今まで1嘆いてみた程に物債は高くないらしい

が，弗はホN・N本の90鏡ぐらゐ．チリのペソは10淺以下だといふ．

　終日，暑さが甚だしV・．パ1ラ1で書類整理．夕食後，ワルサ1氏に日本

の話などする．氏は日本へ近いうちに來るつもりらしい．第6號室が暑いの

で，今夜から自分は第11顎室に眠る．

　4月29日　天長節　（木曜日）晴れ．正午の船の位置，西潅85。46ノ，北緯9。27！昨日よ

yの航走254浬．マンザニヨ港より1233浬，バルボア港へ492浬・氣厭756・9粍，氣温30G

水温28。C，風はS．

　赤道にダンダン近づくので，朝スコールがあった．10時から船員も船客も

一一 ｯは1等遊歩甲板に集まって，船長司式の下に天長節遙邦式を行った．最

敬禮，“君が代”2唱，最敬禮といふ順序で，嚴粛に行った．式後，自分は一．一

英人の求めによりμ君ケ代”の歌詞を英課した．即ち，

　　　　　　May　Our　Kingis　Reign　be

　　　　　　　　　For　a　thousand　years］

　　　　　　　　　　　Or，　through　all　the　years！

　　　　　　　　　　　　　　Until　little　pebbles　become

　　　　　　　　　　　　　　　　　ILarge　recks　and　most　一grown．
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　正午に此の歌詞はタイプにして般内1，2等客に配布された．夕食には日本

入と支那入とだけに，特別な日本料理の御馳走があった．

　ノルエi丸から受電．昨日nスアンゲレスに入港した由．又，サラベリ港

には寄らない筈だといふ．夜，南十字星座や，センタウノレ座が南の水李上に

高い．今日から左舷には又陸が見える・

4那舶（金曜日）晴れ・スコ1ルが口等々やつて來るが，…甥・餌蒙蜘ま消え，空・Pは

透明である・正午の船の位置，西維820021，北緯7。16ノ，昨日よりの航走257浬．マンザ

．＝ヨ港よ切490浬，バルポァ港へ235浬．氣厘757．9粍，氣温270，水醍28℃，風は．9E．

　太陽が北へまわったので，もはや南風が涼しくなって來た．朝からパナマ

國のコイバ島あたりの島々や，行き交ふ船などが見える．

　午前中，甲板上で三島氏と語る．氏は恰もベル1國リマ市の帝國公使館へ

赴任する人である．今夜，漱文の1，2等船客名簿を配布されたが，それによ

ると，客は41名，内，日本入は8名である．

　　　　　　　　　　瀬戸黄道光観測所から

　初夏の黄道光がむやみに明るく，緊張をつN“けました．かうなりますと天

爵翻測地としては理想的としみじみおもひます。内外の星の友からの通信に

はげまされてるます．二二はひきつs’きユ0號出しました．新しいことも考へ

られてるます。地方農産に重大關係ある藺草（聾表）牧穫にあたり天候回報を

乎傳ふことになりました．これは村民諸君への奉仕．花山と同じゃうに，山

の上はこれからの夕涼みに好適．（荒木健兇）

〆〆／　幽晦＼　々ぬ／　＼＼＼・
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